
平成29年７月７日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡市内丸10番１号        

岩手県議会議長 田 村   誠  

  

  

   高齢運転者による交通事故防止対策の総合的な推進を求める意見書 

高齢運転者に対する交通事故防止対策を総合的に推進するため、社会全体で高齢者

の生活を支える体制を整備するよう強く要望する。 

理由 

近年、全国的に高齢運転者による重大事故が相次いで発生している中、本県におい

ても、高齢者が運転する車が高速道路を逆走して乗用車と正面衝突し、運転していた

高齢者が死亡する事故が発生するなど、高齢運転者による事故の割合が増えている。 

高齢運転者が大幅に増えることが確実に見込まれる中、本年３月に施行された改正

道路交通法では、75歳以上の運転者に対する認知症対策が強化されたことから、今後、

運転免許証の自主返納や免許の取消し等の行政処分により、車を運転することができ

ない高齢者が増えることが予想される。 

本県を含め多くの地域は公共交通基盤が脆弱であり、車は日常生活を送る上で欠か

せないものとなっていることから、高齢者が安全に車を運転することができる環境の

整備や高齢者の運転を支援する技術の開発や普及、運転免許証返納者等への地域公共

交通の確保等、社会全体で高齢者の生活を支える体制の整備が求められている。 

よって、国においては、高齢運転者に対する交通事故防止対策を総合的に推進する

ため、次の措置を講ずるよう強く要望する。 

１ 見やすい道路標識の設置など、高齢者が安全に車を運転できる道路環境を整備す

ること。 

２ 自動ブレーキやペダル踏み間違い時加速抑制装置等の先進安全技術及び高速道路

における逆走を防止する技術の開発や普及を促進させるとともに、自動運転は、交

通事故の更なる削減に加え、高齢者の移動手段の確保にも資することから、早期に

実現を図ること。 

３ 高齢者が車の運転に頼らなくても安心して生活できるよう、地域公共交通への支

援を強化・拡充すること。 

 上記のとおり地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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